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　第３２回宇都宮市民芸術祭洋画・版画部門は，総出品数が１４０点と，昨年度と比較して，１０点の減少だった。震災の影響からか，出品作全体の傾向としても，サイズのおおきなものが少なかった印象である。しかし，描かれた内容に着目してみると，１点１点の密着が高く，完成度のある作品が目立った。市民芸術祭賞を受賞された，鈴木彰浩氏の「滝巡り」は，その中でも，際立った細部の表現と独自の世界観が光った作品である。画面所狭しと配された生物の質感，様式化された建物の配置等，作品のインパクトを支える要素が数多く見られる。それらの要素が画面のなかで作用し合い，全体として生命感といったものが感じられる事を評価した。
　準市民芸術祭賞の大塚修二氏の「神無月風情」は，シルクスクリーンの技法を駆使した作品である。一見箔地の上に，楓の葉がプリントされているように見えるが，地から版を重ね，インクの重層と，葉の図柄としての重層を空間表現に効果的に生かしている。もう１つの準市民芸術祭賞である，田村果紀さんの「希望」は，ダークトーンの中に少女が描かれた１００号の大作である。洞窟らしき場所の闇を背景に，人物を配し，またその前に力強く上方に伸びる植物が対比的に表現されている。柔らかい描法で人物は描かれているが，こちらに投げかけてくる視線の強さに，生きていく事への意志の強さを感じた。
　以上，上位３作品を中心に評を述べたが，この他にも，注目すべき作品は数多くあり，今後の活躍を期待させる。また，今回は，大賞の鈴木氏をはじめ，以前から継続して出品されている方の表現力の向上が印象的であったように思う。
